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今月の一言(井之川のテーキ話より)

姿や食まらん

　　腕しど食まるん

ことわざ

７月２２日、合同日食観察会が健康の森運動公園で行われ、たくさんの人でにぎわいました。（内容は次号で紹介）

２００９年７月２２日 世紀の天体ショー

徳之島町合同日食観察会

まちの話題　　　　　　　　Ｐ２～Ｐ４

教育委員会だより　　　　　　　　Ｐ５

お知らせコーナー　　　　　　　　Ｐ６

議会だより　　　　　　　　Ｐ７～Ｐ16

援護相談のお知らせ　　　　　　　Ｐ17

徳之島の偉人紹介・戸籍の窓　　　Ｐ18

しがた か

かいな か

「なりふりだけで飾って歩いても、腕を振って働かな

ければ食っていけない」という意味

今月の主な内容

２００９年７月２２日 世紀の天体ショー

徳之島町合同日食観察会
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６
月
18
日
、
平
成
21
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
伴
う
表
敬
訪
問
に
役

場
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
ガ
ー
ナ
に
派
遣
さ
れ
る
中
園
盛
幸
さ
ん

（
井
之
川
出
身
）
は
、
今
年
６
月
か
ら
、

ガ
ー
ナ
の
キ
ン
グ
ス
技
術
職
業
訓
練
校
で

２
年
間
Ｐ
Ｃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
と
い
っ
た
Ｏ
Ｓ
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用
法
の
指
導
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
中
園
さ
ん
は
「
要
請
内
容
以
外
で
も
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
、
様
々
な
こ
と

に
挑
戦
し
た
い
。
ま
た
、
派
遣
国
の
生
活

や
文
化
な
ど
に
も
積
極
的
に
飛
び
こ
ん
で

色
々
な
事
を
吸
収
し
、
帰
国
後
に
生
か
し

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

まちの話題

元気いっぱいの大人みこし

ガーナへ派遣される中園さん（写真右）

オープン時にはお楽しみ抽選会も開催

流れるプールは大人気

豊作を祈って

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

　
６
月
14
日
、
花
徳
地
区
に
お
い
て
毎
年

恒
例
の
花
徳
豊
年
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
豊
年
祭
は
、
昭
和
22
年
頃
に
青
年

団
主
催
で
始
ま
っ
た
も
の
で
、
豊
作
を
祈

願
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
伝
統
芸
能
の

継
承
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
前
川
と
上
花
徳
が
初
の
合
同
開

催
と
な
り
、
新
村
地
区
と
２
つ
に
分
か
れ

て
、
青
年
団
の
み
こ
し
を
先
頭
に
、
踊
り

連
や
、
装
飾
が
さ
れ
た
花
車
な
ど
が
威
勢

の
い
い
か
け
声
と
と
も
に
各
集
落
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。
途
中
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
南
風
園
」
に
も
立
ち
寄
り
、
お
年
寄

り
た
ち
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
終
了
後
は
、
集
落
ご
と
に
懇

親
会
が
開
か
れ
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
６
月
28
日
、
徳
之
島
町
健
康
の
森
総
合

運
動
公
園
の
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
が
、
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
者
制
度
と
な
っ
て
初
の
オ
ー

プ
ン
に
は
、
家
族
連
れ
な
ど
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
、
県
下
最
大
級
の
パ
ニ
ッ
ク
ス

ラ
イ
ダ
ー（
高
さ
15
ｍ
・
最
大
斜
度
45
度
）

や
ス
ロ
ー
ム
ス
ラ
イ
ダ
ー
（
高
さ
12
・
５

ｍ
・
全
長
93
ｍ
）
、
流
水
プ
ー
ル
（
全
長

130
ｍ
）
な
ど
に
水
し
ぶ
き
を
上
げ
、
レ
ジ

ャ
ー
プ
ー
ル
に
は
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が

終
日
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
、
プ
ー
ル
の
外
に
軽
食
を
と

る
こ
と
の
で
き
る
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
も
設
け

ら
れ
、
遊
ん
で
食
べ
て
一
日
楽
し
め
る
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
の
レ
ジ
ャ
ー
に
は
ぜ
ひ
、
レ
ジ

ャ
ー
プ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
ご
案
内

○
　
開
園
期
間

　
６
月
28
日
～
８
月
31
日
ま
で

　
（
夏
休
み
は
休
園
な
く
営
業
）

○
　
開
園
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

○
　
入
園
料

　
３
歳
以
上
＝
２
０
０
円

　
小
中
高
生
＝
３
０
０
円

　
一
　
　
般
＝
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　
徳
之
島
町
総
合
運
動
公
園

　
電
話
　
８
３
‐
２
９
１
０

夏
本
番
！

豊作を祈って

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

夏
本
番
！

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
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まちの話題

　
６
月
26
日
、
徳
之
島
町
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
み
な
さ
ん
が
井
之
川
か
ら
下
久

志
に
か
け
て
の
県
道
沿
い
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
米
山
正
弘
会

長
35
人
）
は
、
委
員
と
し
て
地
元
で
活
躍

す
る
傍
ら
、
年
２
回
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
日
も
雨
の

中
14
人
の
委
員
が
参
加
し
、
県
道
沿
い
の

草
刈
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
米
山
会
長
は
「
い
つ
も
は
役
場
な
ど
の

関
係
機
関
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
が
、

日
程
調
整
が
つ
か
ず
に
単
独
と
な
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
多
く
の
人
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
が
伝
わ
れ

ば
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
徳
之
島
３
町
で
の
共
催
は
２
回
目
と
な

る「
第
22
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
in
徳
之
島
」

が
６
月
28
日
、
島
全
体
を
舞
台
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
イ
ム
２
㎞
、
バ
イ
ク
75
㎞
、
ラ
ン
21

㎞
、
計
98
㎞
で
競
わ
れ
た
大
会
は
、
午
前

８
時
に
与
名
間
ビ
ー
チ
を
ス
タ
ー
ト
。

　
今
年
の
出
場
者
は
総
合
の
部
２
１
６
人
、

リ
レ
ー
の
部
58
組
１
６
５
人
。
幅
広
い
層

の
鉄
人
た
ち
が
己
の
限
界
を
目
指
し
て
競

い
合
い
ま
し
た
。
徳
之
島
町
は
昨
年
同
様

バ
イ
ク
が
走
り
抜
け
、
70
㎞
と
い
う
長
丁

場
を
疲
れ
も
見
せ
ず
に
走
り
抜
け
る
鉄
人

た
ち
に
、
沿
道
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
か
ら

は
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
三
町
共
催
と
な
っ
て
今
年
で
２
年
。
こ

の
大
会
は
、
交
通
整
理
や
エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
等
を
含
め
て
、
全
体
で
約
３
０
０

０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選
手
に
あ
た
た
か

い
声
援
を
送
る
沿
道
の
皆
さ
ん
も
、
ま
た

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
名
物
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
総
合
の
部
優
勝
は
、
２
年
ぶ
り
２
度
目

と
な
る
松
丸
真
幸
選
手（
茨
城
県
）。
女
子

は
、
昨
年
優
勝
の
塩
野
絵
美
選
手（
東
京
）

が
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
リ
レ
ー

の
部
は
チ
ー
ム
紀
伊
長
島
（
三
重
県
）
が

優
勝
し
、
最
終
的
な
完
走
者
は
、
総
合
の

部
２
０
５
人
、
リ
レ
ー
の
部
56
組
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
１
日
、
役
場
町
長
室
で
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
第
59
回
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
達
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
本
年
の
重
点
事
項
は
「
犯
罪
・
非
行
を

し
た
人
た
ち
の
就
労
支
援
」
で
す
。

　
出
発
式
で
は
、
徳
之
島
町
保
護
司
会
宮

永
勇
会
長
が
運
動
に
寄
せ
ら
れ
た
法
務
大

臣
と
鹿
児
島
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
朗
読
し
、
関
係
者
は
そ
の
後
、
た
す
き

姿
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

徳
之
島
を
ぐ
る
っ
と
一
周
　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

民生委員・児童委員のみなさん

法務省からのメッセージを朗読

民
生
委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

徳
之
島
を
ぐ
る
っ
と
一
周
　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会



４

　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
バ
レ
ー
の
代

表
で
、
イ
タ
リ
ア
の
セ
リ
エ
Ａ
２
リ
ー
グ

に
移
籍
が
決
ま
っ
て
い
る
越
川
優
選
手
が

７
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
日
程
で
来
島

し
、
畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
な
ど
で
自
主
ト

レ
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
日
に
は
、
役
場
を
表
敬
訪
問
し
、
今

回
の
自
主
ト
レ
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
８
日
に
は
、
自
主
ト
レ
合
宿
誘
致
を
進

め
る
徳
之
島
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
推
進

協
会
主
催
の
バ
レ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
、
徳

之
島
高
校
と
樟
南
第
二
高
校
の
男
女
バ
レ

ー
部
を
対
象
と
し
て
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
代
表
選
手
か
ら
の
直
接
指
導
に

高
校
生
た
ち
は
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
元

気
い
っ
ぱ
い
バ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
教
室
で
は
最
高
時
速
１
２
０

㎞
と
い
わ
れ
る
ジ
ャ
ン
プ
サ
ー
ブ
も
披
露

さ
れ
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
約
４
０
０
人

の
観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
行
わ
れ
た
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

高
校
生
か
ら
の
辛
く
て
や
め
そ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
な
い
か
と
の
質
問
に
「
人
に
負

け
た
く
な
い
気
持
ち
で
頑
張
っ
た
。
自
分

を
支
え
て
く
れ
る
人
の
期
待
に
こ
た
え
る

こ
と
が
恩
返
し
。
そ
の
た
め
に
は
バ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
一
生
懸
命
頑
張
る
こ
と
が
大

切
。
み
ん
な
も
諦
め
ず
に
夢
を
持
っ
て
頑

張
っ
て
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
11
日
・
12
日
に
第
63
回
県
民
体
育

大
会
・
第
50
回
大
島
地
区
大
会
が
奄
美
群

島
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
徳
之
島
町
は
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
と
テ
ニ

ス
競
技
が
町
健
康
の
森
総
合
運
動
公
園
で

行
わ
れ
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
両
日
と
も
県

大
会
出
場
を
目
指
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
徳
之
島
町
の
男
女
総
合
成
績
は
１
７
２

得
点
で
12
市
町
村
中
８
位
。
弓
道
と
空
手

の
少
年
男
子
・
相
撲
一
般
２
部
が
団
体
優

勝
し
て
、
徳
之
島
町
へ
優
勝
旗
を
持
ち
帰

り
ま
し
た
。

　
県
体
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
学
童
保
育
「
に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ
」
が
７

月
12
日
、
亀
徳
の
な
ご
み
の
岬
公
園
下
の

ヨ
ル
兼
久
浜
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
は
、
同
団

体
が
恒
例
の
親
睦
会
前
に
、
利
用
す
る
海

岸
の
清
掃
を
し
よ
う
と
行
っ
た
も
の
で
、

園
児
や
児
童
、
保
護
者
ら
約
70
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
約
１
時
間
に
わ
た
り
、
海
岸

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空

き
缶
、
浮
き
等
の
ご
み
拾
い
や
シ
ャ
ワ
ー

室
周
辺
の
草
刈
り
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　
清
掃
終
了
後
に
は
、
海
遊
び
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
親
睦
を
深
め
、
き
れ
い
に
な
っ

た
海
岸
で
夏
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

まちの話題

集めたごみは１５袋にもなりました

全
日
本
代
表
の
技
を
学
ぶ
　
越
川
優
選
手
バ
レ
ー
教
室

第
50
回
大
島
地
区
大
会

海
を
き
れ
い
に

全
日
本
代
表
の
技
を
学
ぶ
　
越
川
優
選
手
バ
レ
ー
教
室

第
50
回
大
島
地
区
大
会

海
を
き
れ
い
に
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平成２０年度「基礎・基本」定着度調査結果から

〔中学１年〕

〔中学２年〕 

〔小学校５年〕
国語 社会 算数 理科

町平均

県平均

地区平均

74.2 65.2 64.1 70.0
76.1 70.3 73.4 72.9
76.8 72.0 73.9 73.7

国語 社会 数学 理科

町平均

県平均

地区平均

62.6 53.8 66.9 60.7
60.7 56.4 60.8 57.5
66.1 62.6 65.7 62.6

国語 社会 数学 理科

町平均

県平均

地区平均

54.8 56.9 67.3 64.1
260.0 61.8 61.8 61.8
63.7 65.6 68.0 67.3

英語

59.1
51.9
60.0

英語

64.8
64.9
72.5

教育委員会だより

小 さ な 学 校 の 大 き な 教 育

徳之島町立井之川中学校

小 さ な 学 校 の 大 き な 教 育

　「基礎・基本」定着調査とは，基礎学力（社会生活を営む上で最低限必要な知識や技能等）を，確実に
身に付けているかどうか調べるために，毎年１月に県下一斉に行っているものです。小学校は５年生，中
学校は１，２年生が調査対象です。結果は以下のとおりです。

　以上の結果より，本町では，国語の読む力が弱いことが分かりました。算数，数学では計算などはよく
できています。全般的に基礎の問題はよくできています。しかし，文章問題や応用問題でつまずきがある
ようです。問題を正確に読み取れなかったり，自分の考えを書けなかったりしたことが，主な原因だとい
うことが分かりました。 
　今後，学校では，この課題を解決し，児童生徒に学力をつける取組をしていきます。

　例年新聞報道等で紹介され，本校の特色ある教育活動として定着し
た「郷土の踊り発表会」が，今年も地域の方々が見守る中，盛大に行
われました。昨年度は，出身地域の踊りを習いましたが，今年は選択
制とし，他の地域の踊りを学べるようにしました。初めて鍬踊りを練
習した１年生の米田満宏くんは，「独特の踊りで難しかったけど，地
域の方が親切に教えてくれて，ほぼ完璧に踊れました。」と感想を述
べました。夏目踊り保存会長の町田進さんが講評を述べ，「真剣な態
度は大変よい。伝統を継ぐ者としての自覚をもち，もう少し技能を伸

ばしてほしい。」と生徒を激励しました。
　６月６日（土）に漢字検定，６月13日（土）に英語検定を実施しました。漢
字検定は，昨年度にひきつづき神之嶺小学校の児童も参加。インフルエン
ザ流行の影響で欠席者もありましたが，19名が受検しました。英語検定も
11名受検の予定でしたが６名となりました。本校では，選択教科で各種検
定のコースを設定し，生徒に各種検定の受検を奨励しています。資格取得
や検定に，積極的に挑戦する態度を伸張すること，基礎学力の向上につな
がる取組として，本年度からスタートしました。
　１学期最大のビッグニュースといえば，やはりバレーボール部の県総体
出場です。５月の徳之島地区バレーボール皐月大会で優勝し，奄美地区中
体連総体ではベスト４，見事初の県総体出場を決めました。徳之島地区か
らは，本校と亀津中学校が県総体に出場します。町内のみなさん，両校の
活躍に温かいご声援をお願いいたします。
　本年度本校生徒数は34名。小規模校の長所を最大限に生かして大きな成
果を挙げたいと考えています。「小さな学校の大きな教育」に，ぜひご期
待ください。

　社会，算数は，記述問題が多かったことが，
落ち込んだ原因と考えられます。基礎的な問
題はほぼ，平均並みにできています。　基礎
・基本プラス応用が大事です。

　中学１年では，数学，理科で地
区平均を上回りました。
　英語も，地区並みでした。
　国語は読む力，書く力が落ち込
んでいました。

　中学２年では，国語，数学，理
科，英語で地区を上回りました。
　特に数学は，県の平均も上回り，
確実に力を付けています。
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戦没者のご遺族や旧軍人の皆様へ

平成２１年度移動援護相談のお知らせ

１５０，０００円を助成します。
（平成２２年３月まで）
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■移動援護相談とは
　県では、移動援護相談を徳之島３町で実施します。

　これは、戦傷病者や戦没者等のご遺族に対する援護や軍人恩給に関する疑問等について、県庁社会

福祉課の職員が、直接、県民の皆様のご相談にお答えするものです。どうぞ、この機会に遠慮なくご

相談ください。

■相談日時・会場
　日　時：平成２１年９月１０日（木）　９時～１１時

　会　場：徳之島町役場　１階会議室

■相談内容
　○戦没者等の遺族に対する特別弔慰金　　○戦没者の妻に対する特別弔慰金

　○戦傷病者等の妻に対する特別弔慰金　　○旧軍人の恩給や扶助料

　○援護年金　　　○その他、日頃から援護や軍人恩給に関して、疑問に思っていること

■その他
　○事前の申し込みは必要ありません。会場に直接お越しください。

　○相談内容に関する資料をお持ちの方は、当日ご持参下さい。

　○詳しくは県庁社会福祉課恩給係（電話０９９－２８６－２８２８）までお問い合わせください。

◎子牛導入者に１５０，０００円（原則１農家１頭）を助成します。

　・新規の方は牛舎及び飼料畑が必要です。

　・町税等の滞納がないこと。

　・導入牛については、徳之島町生産で徳之島家畜セリ市場から

　　１２ヶ月齢未満の雌子牛。

　・導入牛は全国登録協会の発育基準に達していること。

　・１頭につき、予納金４００，０００円が必要です。

◎牛舎の建設・畜産に使う機械（自走式モア）等に対しても助成します。

【申込及び問合せ先】

　　徳之島町役場　農政課　畜産係　電話８２－１１１１（内線２４２）

当日お手伝いしていた
だけるボランティアを
募集しています。
御希望の方は図書館ま
でご連絡ください。

８月　６日（木）　月遅れ七夕まつり１０：００～

　　　　　　　　　図書館ロビーにて（おはなし会・七夕飾り作り）

　　※どなたでも参加できます(̂̂)v

　　※小さいお子様は必ず保護者同伴でお願いします。

　　※参加費無料です。材料・用具も全て図書館でご用意します。

８月　８日（土）～３０日（日）　貝殻標本展示会　図書館ロビーにて

８月１３日（木）・１４日（金）・・・お盆のため５時閉館

８月１５日（土）　休館

８月２３日（日）　貝殻名付け会　１０：００～　図書館ロビーにて

【問合せ先】徳之島町立図書館　電話８２－１２３９



図書館からのお願い！！
☆下記の郷土資料を探しています。御自宅で不要であれば、ご寄贈願います。

○『厳訓無処罰の教育』龍野定一著

○『吉満義彦全集』・第５巻のみでも可

◇その他「龍野定一」「吉満義彦」の著書

※　郷土・徳之島に関する著書、出身者の著書が不足しています。お宅で“ネムッテイル”
　　本がありましたら、町立図書館へご寄贈ください。
　　お電話いただければ引き取りに伺います。よろしくお願い申しあげます。

徳之島町立図書館　ＴＥＬ：８２－１２３９

図書館からのお願い！！
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図書館からのお願い！！

徳之島の偉人紹介 ～その１２～

（１８４３年花徳生まれ。没年不明）嶺山　嶺文
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徳之島町の現勢

面　積　　104.87ｋ㎡

人　口　　12,217 人

（先月より３人減）

　男　　　 5,933人

　女　　　 6,284人

世帯数　　 5,386戸

平成21年7月1日現在

　農業振興功労者。花徳の里久川に嶺山橋という橋があり「嶺山嶺文翁頌徳碑」という地区住民が
農業振興で健闘した先人の功績を偲び建立した碑もある。
　嶺文は、１９０３年地租改正の時、部落周辺の山を共有林として残すように役人と交渉し、これ
を後世に残した。
　業績の最大のものは不毛の地であった里久を肥沃な水田地帯に変え、花徳を全島一の米生産地に
したことであった。
　測量機器もない時代に、一人でトンネルを掘り、落差の大きかった当田川の水を引き、大水田を
作り上げ、水路を地区に開放した。
　大きな石で石垣を作る方法や農機具の改良など、今も嶺文の教えが生かされている。
　しかし、かつての美田は姿を変え、サトウキビ畑となっている。米を作らない農民の未来はどう
なるのか不安な気持ちで「頌徳碑」は眺めているのではという声もある。
　嶺文がどのようにして土木技術を習得したのだろうか。詳しい記録の発掘を期待したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考文献『鹿児島先駆者の記録』）
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